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しまねの林業をリードする人材の養成！しまねの林業をリードする人材の養成！

島根県立農林大学校・林業科

島根県立農林大学校 林業科は、森林・林業に関する豊富な知識と高度な技術及び経営感
覚と企画力を兼ね備えた、“中核となる林業技術者”の養成を目指しています。　

実習中心のカリキュラムとなっており、現在、１年生4名、２年生８名、総勢１2名の学
生が、森林・林業の未来を切り拓くエキスパートを目指して、林業技術の習得に励んでい
ます。

平成6年に2年制に移行してから、144名が林業科（H6～H17：森林総合科、H18～
H23：森林管理科）を卒業し、主に県内の森林組合や民間林業事業体で活躍しています。

養成部門

２年次に選択コースを設定しました。
◎森林プランナーコース：森林施業プランの作成・提案等に関する技術等の習得
◎森林エンジニアコース：高性能林業機械作業システム・森林作業道開設技術等の習得

卒業までに、森林作業に必要な各種免許・資格を取得します。

伐　倒

植　栽 作業道開設

測　量 森林調査

高性能林業機械 集材架線
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島根県立農林大学校林業科の授業・実習
等の様子をブログ（農林大・林業科情報）
で紹介しています！
http://blog.goo.ne.jp/f-nodai

是非ご覧下さい



いざ来たれ！ 森林・林業の未来を切り開く挑戦者たち

Shimane Prefectural College for Agriculturre and Forestry

平成27年度  学生募集
◆募集人員及び修業年限等

科　名 募集人員 修業場所 修業年限
林 業 科 10名 飯南町上来島

２年
農 業 科 30名 大田市波根町

◆入学試験の区分等
試験区分 願書受付 試 験 日 合格発表

学校長推薦入試 H26年10月1日（水）
～10月1５日（水） H26年10月29日（水） 11月19日（水）

一般入試

前
期

H26年11月12日（水）
～11月26日（水） H26年12月10日（水） 12月26日（金）

後
期

H27年1月16日（金）
～1月30日（金） H27年2月17日（火） 2月24日（火）

地域推薦入試 ※ H26年10月1日（水）
～H27年１月３0日（金）

随時（願書受付後10日
以内に試験日を通知）

試験日から
７日以内

自己推薦入試 ※ H26年10月1日（水）
～10月15日（水）

H26年10月29日（水）
及び10月30日（木） 11月19日（水）

試験場所 島根県立農林大学校 大田本校 （大田市波根町970-1）
 ※印 ： 社会人等を対象として設けられた試験区分です

詳しくは「学生募集要項」をご覧ください
平成27年度 学生募集要項・学校要覧等は、

島根農林大ホームページからご覧いただけます
http://www.pref.shimane.lg.jp/norindaigakko/

学生募集の詳細につきましては 、
島根県立農林大学校  教育スタッフ［教務担当］まで

お問い合わせください  （電話  0854-85-701２）

島根県立農林大学校　林業科の学生は、安心して講
義や実習を受講するため、給付金制度や無利子の貸
付金の利用が可能です。
◎緑の青年就業準備給付金
　給 付 額
　　1,375,000円／年
　給付要件
　　①�林業への就業予定年齢が45歳未満で、卒業後

に林業へ就業する
　　②農林大学校の学生
　　③常用雇用の雇用契約を締結していない
　　④�原則として生活費の確保を目的とした他の給

付金を受けていない
＊�卒業後、林業に就業しなかった場合、返還が必要

です

◎林業就業促進資金（無利子の貸付金）
　貸付限度額
　　600,000円／年（50,000円／月）
　貸付内容
　　�授業料・寮費・資格取得経費等の、農林大学校

で修学するために必要な経費に対して支給
＊�県内の認定事業体で10年間継続して就業すれば、

償還が免除されます

研修部門

平成24年度から、認定事業体等の職員を対象にした研修を実施しています。
◎森林施業プランナー研修   （定員10名・12日間・プランナー協会の認定一次研修に認定）　     
◎林業エンジニア研修	 ①路網設計技術研修（定員10名・3日間）　　
	 ②路網施工応用研修（定員  4名・3日間）
	 ③高性能林業機械オペレーター研修
	 （定員8名・8日間・車両系林業機械運転特別教育修了証を交付）

今後も、島根県立農林大学校が「現場で役立つ」知識・技術が習得できる場となるよう、研修内容の検討、
カリキュラムの策定、講師・現場の選定等をすすめてまいります。

中国・四国・九州で唯一の林業専門の大学校である、
島根県立農林大学校　林業科への入学や研修生の派遣について検討してみませんか？

森林プランナー研修 
（伐る木・残す木の選定） 

林業エンジニア研修 
（高性能林業機械の操作） 

林業エンジニア研修 
（路面処理の丸太組設置） 
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「邑智郡産木材県外販路開拓プロジェクト（以下「邑智木材PJ」）」の取り組みから、邑智郡で誕生し
た新商品「3層パネル」をご紹介します。

●商品開発の経緯
県外に売り込む新商品を検討していた邑智木材PJでは、スギ・ヒノキ中

小径材が活用できる「3層パネル」に着目し、平成24年6月、木材の接着技
術・設備を有する郡内の製材所により商品開発をスタートしました。

林業普及員や県中山間地域研究センター研究員がバックアップして試
験製造を重ね、約1年がかりで製造方法を確立し、製造体制を整え、平成
25年8月、ついに新商品「3層パネル」の製造販売開始に漕ぎ着けました。

●「３層パネル」とは？
商品化した3層パネルは、「ヒノキ」の幅はぎ板2枚で、木目が直交する

ように「スギ」の幅はぎ板をサンドした構造になっています。
そのため、「長尺（2,500㎜）」、「幅広（460㎜）」で、「厚み（36㎜）」が

あり、歪みや反りが起こりにくく、ヒノキ特有の美しく艶のある木肌と香
りを持っています。

室内の間仕切りやパーテーションなど内装材のほか、建具・家具用材と
しても用途が広がります。

◇商品名：ECO 3 PANEL（エコ サン パネル）
◇製造者：有限会社日高林産（邑智郡邑南町）
◇販売者：株式会社出雲木材市場（出雲市）

●製造販売拡大の取り組み
3層パネルの販売者が、大阪、名古屋、東京などで開催される展示商談会等で積極的に売り込みを

行っており、来場者にも好評を得ていることから、県外への新たな販路が期待できます。併せて、販
売を有利にする各種認証等の取得や、3層パネルを使った仮設住宅実証展示施設の建設など、販路拡
大、用途拡大に取り組まれています。

郡内でも、3層パネルを使った学習机や建具などを郡内役場玄関ホールに展示し、地元産木材製品と
してPRしたり、3層パネルを使ったリフォームアイテム等のアイディアを一般に広く募集するなど、
様々なアプローチで新商品のPRや新用途開発に取り組んでいます。

さらに、新商品「3層パネル」の登場をきっかけに、製材所の連携体制や、郡産木材の原木の供給
体制の整備の動きも出始めており、地域の林業・木材産業活性化の一役を担う商品になればと期待し
ています。

西部農林振興センター県央事務所林業部

県産木材を利用した新製品の紹介
邑智郡発の新商品「３層パネル」をご紹介します！
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西部豪雨災害の早期災害復旧を図るため、島根県から森林土木職員2名（津和野町1名、江津市
1名：1年間）を派遣しています。派遣職員から近況報告がありましたので、ご紹介します。

津和野町 建設課 災害復旧推進室 治山・林道係 企画員 石倉  充
4月から津和野町で、災害復旧業務に従事して

います。勤務先は津和野町部
ぶ

栄
さか

の旧畑迫小学校
で、教室を執務室として使用しています。

県からは、公共災害に1名、農地・農業施設災
害に1名が一緒に派遣されています。私は、林地
崩壊防止事業と林道災害復旧事業、林道の小災
害に関する業務を担当しています。

昨年7月28日は、観測史上最大の雨量（24時間
最大雨量381㎜）を記録する豪雨となりました。
国庫補助の災害復旧箇所は町全体で448箇所も
あり、そのうち、吹野・名

な よ し

賀・高峯地区が51％
を占めており、雨が局所的であった事が特徴で
す。

津和野町では、復旧箇所が多く集中しているため、いくつもの工事が輻輳しないように、復旧箇
所を数箇所まとめて発注している工事もあります。

治山・林道の災害復旧工事の進捗は、完了箇所もありますが全体的にはこれから本格化していき
ます。また、難工事と思われる林道災害工事も多くあり、本家の益田県土整備事務所 治山・林道
課の皆さんに負けないよう、災害復旧業務を頑張ります。

江津市 土木建設課 災害復旧室 主任 橋本　政樹
4月から江津市役所で派遣業務にあたってい

ます。
仕事内容は、林地崩壊防止事業、林道災害復

旧事業の執行を担当しています。
工事の発注は、前年度までに終わっており、現

在は工事の監督業務、設計変更業務を主に行っ
ています。林崩・林道災を担当するのは初めて
で分からないことも多く、県庁や浜田県土整備
事務所の皆様の指導を仰ぎながら業務にあたっ
ています。

今後ともよろしくお願いいたします。

現在、245団体・31個人の
ご参加をいただいております。

島根県　森林整備課　治山グループ・林道グループ

平成25年島根県西部豪雨災害　職員派遣
～津和野町、江津市からの状況報告～

NO.35 /2014. 7 5



しんじ学園台で住宅祭が開催されました！

平成26年5月3日（土）から5月11日（日）の9日間、島根県住宅供給公社等で組織する「しんじ学園
台」住宅祭実行委員会の主催により住宅祭が開催されました。

住宅を展示したのは、円建創株式会社、株式会社三協住宅、株式会社松工建設、有限会社松原産
業、株式会社ひらぎの、西日本ホームＥＨＣ株式会社の6社でした。

県産材をふんだんに使用しモダン和風なデザインを取り入れた家
内装材やウッドデッキに無垢材を使用し構造材をあらわしにするなど木の温もりを感じられる家
太陽光発電パネルの設置やオール電化仕様など省エネに力を入れた家
家族構成の変化に応じて間取りが変えられる家
収納や家事動線など使い勝手の良さを工夫した家

など、どのモデルハウスも各社の特徴や創意工夫が感じられ、来
場者の家づくりの参考になるものばかりでした。

その他にも、石州瓦工業組合が石州瓦を、一畑住設株式会社が
住宅設備をそれぞれ出展されていました。

住宅祭開催中は天候にも恵まれ、家族連れを中心に約2,000人の
来場者で賑わいました。

なお、今年の秋には斐伊川流域林業活性化センター主催の「家
づくりバスツアー」が開催される予定です。

東部農林振興センター
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vol. 30
馬路高山は、世界遺産登録された石見銀山遺跡のある仙ノ山などとともに、大江高

山火山群に属す溶岩円頂丘です。二つの山頂を持つ双耳峰で、三角点のある南東側の
山頂が弥山と呼ばれる最高点です。

馬路高山の北には、日本海に面して、鳴り砂の浜で有名な琴
こと

ヶ
が

浜
はま

があります。鳴り
砂は石英質の砂で、大きさや表面の形が一定の性質を持っていることが特徴です。馬
路高山の北側に位置する天河内地区の丘陵地や日本海に注ぐ潮川支流の天河内川な
どの砂が琴ヶ浜の砂と同じ成分であると言われており、潮川から日本海に注がれた
石英質の砂が、沿岸流によって今日の琴ヶ浜など周辺のいくつかの鳴り砂の浜を形
成したものと考えられています。そして、天河内川上流部に位置する馬路高山の地質
が、デイサイトと呼ばれる石英質の火山岩であることと関係しているとも言われて

います。
馬路高山の登山口は、琴ヶ浜沿いの国道９号線から山陰自動車道の高

架をくぐる市道を進み、ＮＴＴの管理道入口を過ぎ、坂道を下った道路
脇にあります。登山口の目印は近くの貯水タンクと五輪塔です。最高点
の弥山には、山腹の荒れたジグザグ道を経て、岩の多い尾根道を進みま
す。三角点のある弥山山頂は、樹木に囲まれて眺望がありません。弥山か
らもう一方のピークへは、鉄塔を目指して鞍部へ下り、登り返します。こ
のピークは、鉄塔のフェンスに囲まれていますが、日本海方向にわずか
な眺望が得られます。なお、馬路高山の登山道には、案内板や目印のテー
プなどが少ないので、道迷いに注意が必要です。【所要時間（登り）：７０
分、登山適期：通年】

馬路高山は、石見海岸に屹立し、鳴り砂の起源とも言われる神秘の秀
峰です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔内藤暢文〕

馬
ま

 路
じ

 高
たか

 山
やま

●大田市／標高：４９９．４ｍ（弥山：三角点）

ハチは小さな昆虫です
が、最も危険な生物のひ
とつです。

そして、ハチの巣が大
きく発達し、ハチの数が
多くなる夏から秋は最も
危険な時期なのです。

ハチ刺されによる死亡
事故は、毎年全国で数十人規模で発生しています。うち8
割は「スズメバチ」によるもので、攻撃的かつ注入される
毒の量が多いことがその原因ですが、アシナガバチやミツ
バチであっても安心はできません。くれぐれもご注意願い
ます。また特に、森林作業やボランティア活動等の責任者
の方々には、「ハチ刺され」が「死に至る」危険なもので
あることを十分ご認識いただき、予防と注意喚起、危機対
応の備えをお願いいたします。
『ハチ毒』が怖いのは、刺された人の「ハチ毒に対する

抗体反応」によるアナフィラキシーショック症状です。こ
れは呼吸困難などの全身ショック症状を起こすもので、一
部（4～5％といわれる）のハチ毒アレルギー体質の方な
どは特に注意が必要です。また、短期間に数回刺されたり

すると、刺されるたびに毒に対する反応が強くなるといわ
れています。その反面、一定期間刺されないと抗体の数値
が下がる（人によって例外もあります）ともいわれていま
す。

なお、このハチ毒アレルギーの抗体検査（血液検査）は、
他のアレルギー検査のように県内の総合病院などでも受
けることができますので、以前ハチに刺されて、全身のか
ゆみ、高熱、呼吸が苦しくなるなどの症状を経験された方
などは、医療機関に相談されるとよいでしょう。刺された
場合に即効性のある、携帯用の自己注射（エピペン）を処
方してもらえる場合もあります。

シリーズ⑤ ■夏から秋が最も危険！～『ハチ毒』を知る～
林業課  林業普及スタッフ

矢滝城山から望む馬路高山（中央）

琴ヶ浜（手前）と馬路高山（左奥）
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集落ぐるみでの
ニホンザルの対策

中山間地域研究センター
　農林技術部　鳥獣対策科

みーも博士

■サル対策のモデル事業

■集落ぐるみでの取り組みの効果検証

川本町のモデル集落において，集落の住民が一
体となって取り組む集落環境の整備と徹底した追
い払いによるサルの被害対策の効果を検証して，
効果的な技術手法を確立しました。

川本町中倉集落（16戸）において，2008年11
月に集落点検を行って，誘引物や被害発生場所な
どを地図化しました。集落での合意形成のために
は，この集落点検の実施がきわめて有効でした（写
真1、2）。そして，サルの被害対策を住民が主体
となって取り組んだ結果，サルの出没を減らすこ
とに成功しました（図1）。集落ぐるみで行うサル
対策の手順は，次のとおりです。①集落内での合
意形成，集落リーダーの選定，②集落点検，誘引
物の除去，緩衝帯の設置（維持管理はボランティ
アの導入や放牧利用），③電気柵の設置（被害を受
けやすい山際の畑など），追い払い（銃器と併用し
たロケット花火）の徹底，④定期的な集落でのミー
ティングによる住民のモチベーションの維持，⑤
ハナレザルは有害捕獲（銃器）で対応。

これらの被害対策は継続的な取り組みなので，
あくまでも集落の住民が主体となって実施するこ
とが重要です。

（主任研究員　澤田　誠吾）

図1　サルの出没等の件数の推移
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写真1　集落点検の様子

写真2　集落内に捨てられたクズ野菜
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vol.6シリーズ

村上和寛さん
津和野林産株式会社　代表取締役
島根県指導林家
前島根県林業研究グループ連絡協議会　会長
島根県林業エンジニア研修講師
「森の名手・名人」

■島根県内の森林・林業・木材産業に携わる「プロフェッショナル」な人にインタビュー■

○作業道開設を専門とされていますね。
山で作業するには、作業現場まで行く道が必要です。それなら自分で作業道をつくろうと、森林

組合職員時代に決心しました。ただの道ではなく、理論的に裏付けされた、丈夫な道をつくらなけ
ればならないと考え、大橋慶三郎先生に弟子入りして指導を受けました。
「谷側の法面がいちばん大事」、「ずぼらをするな」など、多くのことを教えてもらいました。

○作業道づくりの魅力とは？
どのルートで道をつけるかが、もっとも重要でもっとも難しく、だからすごく面白みがあります。

良い道というのは、自分で考えるのではなく、山が教えてくれるんですよ。地形や植生、水の流れ、
葉の緑の濃さ、木の生長度合など、山が発信する情報を読み取ることが、壊れにくく安全な道づく
りのポイントです。そのためには高い技術が必要とされる現場も多く、やりがいがありますね。

○どんな道づくりを目指していますか？
安く、丈夫につくることに加え、使いやすく人にやさし

い道をつくることが目標です。切り返さないと曲がれない
カーブや急勾配の道は、人にやさしいとは言えません。事
業体だけでなく森林所有者さんがいつでも山に入って管
理ができるような、山と人の生活を結び付けられるような
道をつくりたいです。「低コスト・壊れない・使いやすい」
の三拍子がそろった道をつくるため、勉強して経験を積ん
でいます。

○�森林施業に欠かせない作業道づくり。後継者の育成も重要ですね。
自分が学ぶと同時に若い人の育成にも取り組んでいます。現場で一緒に作業をするなかで教えて

います。研修だけではわからないことがたくさんあって、それだけ知識の範囲が広く、奥が深いとい
うことです。そこがまた面白いですね。

現在、私が自分でつくったり、人に教えている道づくりは、大橋先生のやり方とは異なる部分も
あるのですが、大橋先生からは「自分が良いと思った道づくりをしなさい」と言われました。弟子
として認められたかな、と、嬉しく思っています。

【インタビューを終えて】
　とても勉強熱心な村上さん。「プロフェッショナル」の道づくりは、豊富な知識と経験、そして毎日の努
力の賜物なんですね。

1．林業労働者の募集 2．新規就労者及び雇用主に対する研修
3．林業就業促進資金の貸付 4．林業雇用に関する情報の提供・相談その他の援助
5．雇用改善のための啓発活動

松江市黒田町432番地 1(島根県土地改良会館3F)
TEL(0852)32-0253  FAX(0852)21-4375  E-mail shimane-roukakuc@forestry-shimane.or.jp

公益
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島根県県民の森
飯石郡飯南町小田

県民の森ではトレッキング、木工教室等各種イベントを
開催しています。自然や森の大切さ、木の温かさなどを、
ご自身で感じてください。

８月～１０月のイベント情報
◆ 8月17日㈰【定員20名】

間伐材でフクロウ親子の置物とキーホルダーを作る！
間伐材と木切れを使って、フクロウ親子の表情が楽しい置物とキ
ーホルダーを作ります。

◆ 9月21日㈰【定員20名】
竹と雑木で焼く里山パン屋さん 
里山で増え続ける竹やぶ、使われなくなり老朽化する雑木林。竹
や雑木を使い、蒸し焼きと直火焼きの２種類のパンを焼きます。

◆ 10月26日㈰【定員20名】
紅葉の等検境縦走
県民の森吉田地区のトレッキングコース。新生坊峠から出発、大
万木山地蔵尊を経由し等検境（標高916ｍ）へ縦走します（歩行
距離6.7キロ）。

◆ 11月2日㈰【定員20名】
紅葉の指谷奥縦走
草峠から出発し、県境沿いに指谷奥（標高1047ｍ）、指谷山（標
高967ｍ）へブナ林の縦走コースを歩きます（歩行距離7.2キロ）。
アップダウンが多く、健脚向きコースです。

〈申込先〉森のホテル　もりのす（旧県民の森研修館）
TEL0854−76−3119（9時～17時）
※事前申し込みが必要です。

○女優：葛城奈海さんの講演を聞きに行こう！
　　�（林業現場での就労が促進されるよう、林業従事者等に対

して経営意欲改善のための講演会です。）
　　演題「日本の底力は『やおよろずの神』宿る森と里山にあり」
　　日時・場所：平成26年10月2日　出雲市民会館
　申し込み・問い合わせ：
　　　　（公社）島根県林業公社　労働力確保支援センター　
　　　　tel:0852-32-0253　fax:0852-21-4375

○平成26年度 秋期狩猟免許試験事前講習会
　　日時・場所：平成26年9月13日（土）　出雲建設会館
              　　　 平成26年10月4日（土）　サンマリン浜田
　　※�この度の講習会では、網猟免許についての講習は実施しません。

　　申し込み・問い合わせ：（一社）島根県猟友会
　　　　tel:0852-22-4129　fax0852-61-4129

○平成26年度 秋期狩猟免許試験
　　日時・場所：平成26年9月21日（日）　島根県出雲合同庁舎
　　　　　　　　平成26年10月11日（土）島根県浜田合同庁舎
　　※この度の試験では、網猟免許の試験は実施しません。

　　申し込み・問い合わせ：島根県庁鳥獣対策室
　　　　tel:0852-22-5160　fax:0852-22-6549

○�伐木等の業務（チェンソー作業従事者）に係る
特別教育

　　日時・場所：平成26年10月8日（水）～9日（木）浜田市
　　　　　　　　平成27年2月3日（火）～4日（水）　 松江市

○刈払機取扱作業者安全衛生教育
　　日時・場所：平成26年9月10日（水）　浜田市
　　　　　　　　平成26年12月4日（木）　出雲市
　　申し込み・問い合わせ：（一社）島根県木材協会
　　　　tel:0852-21-3852　fax:0852-26-7087  

講演会・講習会等のお知らせ

̶山城50選と発掘された城館

『出雲の山城』
定価 円(本体1,800円+税144円)1,944

新
刊

山城50を厳選し、
写真や縄張り図で
詳しく紹介！

サンケイの松くい虫防除薬剤
多目的使用（空中散布・地上散布）ができる

スミパイン®乳剤
頼れる松枯れ防止用散布剤

モリエート®SC
樹幹注入剤

グリンガード®エイト

伐倒木用くん蒸処理剤

キルパー®40
ナラ枯れ予防用樹幹注入剤

ウッドキング®SP
微量注入用　ナラ枯れ予防用樹幹注入剤

ウッドキング®DASH
お問合わせは最寄りの県森連・森林組合へ

大阪市淀川区西中島4-5-1　TEL 06（6305）5871

ふるさとの森を守る。

岡山市北区磨屋町9番地18の101号　TEL（086）222－0675
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島根県建築士会 しまね木造塾のご案内

　木造建築の設計技術力向上と県産木材の利活用を図ることを目的として活動しています。
ぜひ、ご参加ください。

  8月23日㈯	 スギ材の破壊試験見学など（飯南町　島根県中山間地域研究センター）
  8月24日㈰	 ツリーハウスの板張り・外部塗装体験（飯南町）
10月11日㈯	 木構造の歴史と将来　　テーブルディスカッション（大田市）
12月27日㈯	 木造トラスによる木質チップ工場について（松江市）

10月18日㈯	 東京大学大学院教授　稲山正弘　（松江市　テクノアークしまね）
11月15日㈯	（有）山辺構造設計事務所代表　山辺豊彦

ワークショップ

講　習　会

詳しくは、島根県建築士会ホームページでお知らせします。
http://aba-shimane.or.jp

松 原 正 記

一　　般
財団法人
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広域
第8回島根県乾椎茸品評会
「島根県知事賞」
岩地正男氏

●日時：平成26年5月30日㈮
●場所：松江市

松江「ごうぎん希望の森・
千本ダムの里」
130人で下草刈りと幼竹伐採を行いました

(^^)v
●日時：平成26年6月21日㈯
●場所：松江市西忌部町

雲南
～雲南の木活用プロジェクト～

平成26年度市民参加型
収集運搬システム開始式

●日時：平成26年4月13日㈰
●場所：�雲南市加茂町（加茂ストックヤード）

出雲 浜田「第12回JAいわみ中央
乾椎茸品評会」開催

●日時：平成26年5月15日㈭
●場所：‌�浜田市黒川町JAいわみ中央本所

ふれあいホール

県央 管内2森林組合の
現場技術交流を進める

●日時：平成26年5月28日㈬
●場所：邑智郡川本町志谷

益田 コンテナ苗
植栽研修会開催

●日時：平成26年5月27日㈫
●場所：益田市民有林内

隠岐 コンテナ苗生産指導

●日時：平成26年6月9日㈪、18日㈬
●場所：隠岐の島町池田

農林大 高性能林業機械による
間伐材搬出

●日時：平成26年5月19日㈪～22日㈭
●場所：‌�飯石郡飯南町小田 

和恵県有林

県庁林業課
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kentyou/

東部農林振興センター
URL：http://www.pref.shimane.lg.jp/toubu_norin/matu_nourin/matu_fore/blog_cms/

東部農林振興センター雲南事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kisuki/

東部農林振興センター出雲事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-izumo/

西部農林振興センター
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-hamada/

西部農林振興センター県央事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kawamoto/

西部農林振興センター益田事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-masuda_001/

隠岐支庁農林局
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-oki_001/

島根県立農林大学校林業科
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-nodai/

林業普及
リポート

農林大
　　だより

発　行：「しまねの森林」発行委員会
　　　　島根県・島根県森林組合連合会・島根県林業改良普及協会・島根県森林協会
　　　　島根県緑化推進委員会・島根県林業公社・島根県木材協会・島根県猟友会
　　　　独立行政法人森林総合研究所森林農地整備センター松江水源林整備事務所
協　力：島根県農林水産部　林業課林政企画グループ
発行日：平成26年7月25日
ホームページアドレス：林　業　課　http://www.pref.shimane.lg.jp/ringyo/
　　　　　　　　　　　森林整備課　http://www.pref.shimane.lg.jp/shinrinseibi/

野生どうぶつの保護活動で
鰐淵小学校が褒状を受賞！

●日時：‌�平成26年5月30日㈮ 
10：30～

●場所：出雲市立鰐淵小学校

現地現地

しまねの森林
森林・林業総合情報誌

しまねの森林
森林・林業総合情報誌

も り

平成26年7月
通巻275号
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